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メイクによる心理変化の 1つとして ｢ときめき｣ があ
る. ｢ときめき｣ は気分の高揚などのポジティブな感情
変化であるが, ｢ときめき｣ の感情状態はその対象によっ
て異なる面がある. 筆者らは ｢ときめき｣ に関する研究
を進め, 女性の ｢ときめき｣ 尺度の作成や, 異性と化粧
品に対する ｢ときめき｣ の感情状態の違いを明らかにし








































｢ときめき｣ の度合いについては Visual Analog Scale




集計した. 尚, アンケート用紙を図 2に示した.
また, アイカラー使用前後に女性の ｢ときめき｣ 尺
度3)を用いて, その時の気分を ｢全く当てはまらない｣




せた. この尺度は 20 項目で, ｢不満｣, ｢平穏｣, ｢動揺｣,
｢幸福｣, ｢強気｣ の 5因子からなる質問紙である.
.. 生理指標
ウェアラブル光トポグラフィWOT-100 (16 チャンネ








小二乗回帰 (PLS：Partial Least Squares) 分析を行
い, ときめき度に対する各アンケート項目の寄与率を算
出した.




























値を示した (図 4). 尚, PLS分析については, 潜在変
数 2, 重相関係数 0.414 であった.
また, 使用前後における女性の ｢ときめき｣ 尺度の各
因子についてスコアを比較すると, 普段の色使用時では,
｢動揺｣ スコアが減少した. 使用経験が無い色では ｢平




いた 8チャンネルを解析した. また, 計測中ノイズが多
かった 1名のデータは解析から除外した.
普段の色と使用経験が無い色の変化を比較したところ,



















































なお, 本研究の一部は, 日本健康心理学会第 32 回大
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